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　本稿の目的は，ミッドライフクライシスと呼
ばれる主に男性が中年期において幸福度（生活
満足度）が最も低くなるという現象について，
その要因を分析することである。本稿では健康
状況，家庭状況，経済状況の 3つを生活満足度
に影響を与える要因であると仮定し，若年期，
中年期，高齢期に前述の要因がそれぞれどのよ
うに生活満足度に作用するかを分析した。その

結果，健康状況は生活満足度に影響を与えない
ものの，家族状況と経済状況では中年期のみに
観測される特徴があった。具体的に，経済格差
は中年期において低所得者の生活満足度を減少
させることが分かった。また，家庭状況におけ
る配偶者の存在が生活満足度に与える影響は中
年期に最も低くなることもミッドライフクライ
シスの原因だと推測される。
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